
【専門分野】 環境社会学／科学技術社会論
再生可能エネルギーの社会的受容性／環境保全と地域再生

／野生動物と地域社会／持続可能な社会と科学の不確実性

丸山 康司 Yasushi Maruyama

【著書・論文等】
・どうすれば環境保全はうまくいくのか 新泉社 2017年
・なぜ環境保全はうまくいかないのか 新泉社 2015年
・再生可能エネルギーのリスクとガバナンス ミネルヴァ書
房 2015年（共編著）
・再生可能エネルギーの社会化 有斐閣 2014年
・環境の社会学 有斐閣 2009年（共編著）
・≪野生動物≫との共存を考える 環境社会学研究 14,

5-20 2008年
・サルと人間の環境問題 昭和堂 2006年

ほか

【研究内容】
・再生可能エネルギーと地域再生：地域社会に資する現代的
な総合産業（農・林・魚・エネルギー・観光・教育などの一体
化）社会的仕組み、技術、ビジネスモデル、意思決定、合意
形成、社会的ネットワーク
・野生動物との「共存」に伴う諸問題 ： 獣害問題「人間か自
然か」という二項対立図式の問い直し
・環境保全と市民による地域調査（日本自然保護協会）「ふ
れあい調査」 ： 自然の価値（人と自然のかかわりから生じ
る価値）地域の「豊かさ」と環境保全
・風力発電の社会的受容性についての調査研究と国際比較

新たな社会的ネットワーク
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